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疾病の実態を分析して予防医学に反映し
地域住民の健康度を高める

注目の
研究

工学部機械物理系学科
生体システム解析学研究室

私たちの
研究室

社会で活躍する先輩たちに
今を聞く！

羽ばたく
卒業生

授業の様子をご紹介！
とりりんの
授業潜入
レポート

今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご
要望をお待ちしています。アンケートにご協力いただいた
方の中から抽選で5名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使
用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって代え
させていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 4/30（日）

5名様
合計

農学部
100周年記念グッズ
詰め合わせ

測る、創る、診る
～技術で地域を支えます～

鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで
鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで

　

本
号
で
は
、「
鳥
取
大
学
農
学
部
創

立
１
０
０
周
年
」に
つ
い
て
特
集
し
ま
し

た
。
農
学
部
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
の
他
に
、
風
紋
で
も
独
自
に
本
学
農

学
部
卒
業
生
と
在
学
生
に
よ
る
記
念
座

談
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
座
談
会
は
非

常
に
盛
り
上
が
り
、
卒
業
生
の
学
生
時

代
の
話
か
ら
現
在
の
仕
事
内
容
、
鳥
大

農
学
部
の
歴
史
な
ど
話
題
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
し
た
が
、
誌
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合

上
、
座
談
会
の
す
べ
て
の
様
子
を
掲
載

で
き
な
い
こ
と
が
と
て
も
残
念
で
す
。

誌
面
か
ら
、
充
実
し
た
座
談
会
の
様
子

や
和
や
か
な
雰
囲
気
が
読
者
の
皆
様
に

お
伝
え
で
き
て
い
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

本
企
画
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
卒

業
生
、
在
学
生
、
関
係
者
の
皆
様
へ
、こ

の
場
を
借
り
て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
農
学
部
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

来
年
度
以
降
に
は
、
農
学
部
１
号
館
中

庭
の
整
備
な
ど
、
大
き
な
事
業
が
控
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
展
開
を
楽
し
み

に
お
待
ち
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

令
和
４
年
度
の
風
紋
は
本
号
で
最
後

と
な
り
ま
す
。
今
年
度
も
風
紋
を
ご
愛

読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
号
は
令
和
５
年
５
月
に
発
行
予

定
で
す
。
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、

風
紋
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編 集 後 記
E d i t o r ' s  n o t e

鳥取大学公式Facebook & twitter
鳥取大学の　    をつぶやいています！今

フォロー

してね

とりりんが大学のイベント情報、学生活動、
キャンパスの様子などを随時発信中!

@tottori_univ
@toririn

不織布トートバッグ

ふせん

クリアファイル

3色ボールペン

農学部は100歳になりました



鳥
取
県
待
望
の
高
農
開
学

多
く
の
優
秀
な
人
材
を
輩
出

　
本
学
農
学
部
の
前
身
で
あ
る「
鳥
取
高
等

農
業
学
校
」（
以
下
、
高
農
）は
、
大
正
中
期

に
行
わ
れ
た
官
立
高
等
教
育
機
関
拡
充
の

動
き
の
中
、
盛
岡
、
鹿
児
島
に
次
い
で
全
国

で
3
番
目
に
創
設
さ
れ
た
。
鳥
取
駅
か
ら
東

へ
約
2
㎞
の
鳥
取
市
吉
方
村（
現
・
鳥
取
市

南
吉
方
3
丁
目
）、
周
囲
に
遮
る
も
の
の
な

い
広
大
な
平
野
に
建
設
さ
れ
た
木
造
2
階
建

ル
ネ
サ
ン
ス
風
外
観
の
本
館
・
講
堂
は
、
目

を
見
張
る
ほ
ど
立
派
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

1
9
2
1（
大
正
10
）年
4
月
に
催
さ
れ
た

開
校
式
の
日
は
県
を
挙
げ
て
の
祝
賀
ム
ー
ド

で
、
各
戸
は
国
旗
を
掲
げ
、
夜
は
ち
ょ
う
ち

ん
行
列
が
市
内
を
練
り
歩
い
て
祝
う
ほ
ど

だ
っ
た
。

　
初
代
校
長
に
は
植
物
病
理
学
の
権
威
、
山

田
玄
太
郎
が
就
任
。
山
田
校
長
は
46
歳
、

教
員
も
20
〜
30
代
と
若
く
、
開
学
当
初
は

学
生
と
の
年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
学
生

と
の
一
体
感
が
あ
り
、
活
発
な
雰
囲
気
だ
っ

た
と
い
う
。
創
設
時
は
農
学
科
、
農
芸
化
学

科
の
2
科
の
み
で
始
ま
っ
た
が
、
獣
医
学
科
、

農
村
工
業
実
科
、
林
学
科
、
農
業
土
木
学
科

が
増
設
さ
れ
、時
代
と
と
も
に
発
展
し
て
い
っ

た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
に
約
2
万
3
千
人
の

卒
業
生
を
輩
出
、
農
業
や
研
究
開
発
の
現
場

は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
・
経
済
・
教
育
、
文
化

芸
術
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。

誇
り
を
持
っ
て
学
ん
で
ほ
し
い

次
世
代
へ
託
す
農
学
の
未
来

　
高
農
創
設
当
時
の
山
陰
地
方
は
交
通
の

便
が
悪
く
、
山
田
校
長
は
、
地
の
利
を
得
て

い
な
い
か
ら
学
術
研
究
に
特
色
を
打
ち
出
す

こ
と
で
他
県
の
高
農
に
対
抗
し
よ
う
と
、
赴

任
し
て
き
た
ば
か
り
の
若
い
教
員
ら
を
鼓
舞

し
た
と
い
う
。
そ
の
志
は
、
今
日
取
り
組
ま

れ
て
い
る
乾
燥
地
科
学
、
日
本
梨
、
菌
類
き

の
こ
、
人
獣
共
通
感
染
症
で
あ
る
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
本
学
農
学
部
な
ら
で
は

の
研
究
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
霜
村
典
宏
農
学
部
長
は
、「
今
の
学
生
た

ち
は
、
農
学
部
の
永
い
歴
史
と
伝
統
を
知
ら

な
い
人
が
多
い
。
1
0
0
周
年
と
い
う
節
目

を
機
に
、
幾
多
の
研
究
成
果
と
優
秀
な
人
材

を
輩
出
し
て
き
た
教
育
を
見
直
し
、
愛
校
心

を
醸
成
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
自
分
た
ち
も

ま
た
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
学
び
を
修
め
て

い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
」と
願
う
。

　
昨
年
11
月
12
日（
土
）に
は
、
国
会
議
員
、

地
元
教
育
界
・
産
業
界
か
ら
の
ご
来
賓
に
ご

臨
席
を
賜
り
、
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行
し

た
。
ま
た
、
文
芸
史
家
の
竹
内
道
夫
氏
、
本

学
の
田
村
文
男
理
事
に
よ
る
講
演
会
、
な
ら

び
に
祝
賀
会
も
開
催
。
式
典
で
は
い
ず
れ
の

ご
来
賓
か
ら
も
、
地
域
農
業
振
興
と
地
球
規

模
の
環
境
・
食
料
問
題
解
決
に
対
す
る
貢
献

を
た
た
え
て
い
た
だ
き
、
実
業
と
深
く
関
わ

る
農
学
の
大
切
さ
、
さ
ら
な
る
教
育
研
究
と

未
来
へ
の
期
待
を
込
め
た
ご
祝
辞
を
頂
い
た
。

「
真
実
や
価
値
に
到
達
す
る
の
は
簡
単
で
は

な
い
。
若
者
た
ち
は
す
ぐ
に
答
え
を
知
り
た

が
る
が
、
生
命
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
直
接
触
れ

な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
体
当
た
り
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
人
材
を
育
て
た
い
」と
霜
村
学

部
長
。
先
人
た
ち
が
蓄
え
た
知
の
利
を
ベ
ー

ス
に
、い
か
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
む
の
か
。

そ
の
答
え
は
、
次
世
代
に
託
さ
れ
て
い
る
。

霜
村 

典
宏
農
学
部
長

し
も
む
ら 

の
り
ひ
ろ

現在 2023 ◀◀◀ ◀◀◀湖山移転頃 1968 高等農業学校時代 1920頃

鳥取大学農学部の歴史は、1920（大正9）年11月に創設された
鳥取高等農業学校に始まり、100年という長い道のりを歩んできた。

コロナ禍により記念事業を延期していたが、去年ようやく開催の運びに。
永年の歴史と伝統、祝賀の様子をご紹介とともに、本学部の未来を展望する。

11月
4月
4月
4月
4月
4月
5月

4月
 8月

4月
4月
4月
8月
4月

4月
4月
4月

6月

4月
4月

4月

4月

4月

4月

4月
4月

鳥取高等農業学校創設
第1期生入学
獣医学科増設、農村工業実科新設
鳥取高等農林学校と改称、林学科増設
鳥取農林専門学校と改称
農業土木科増設
鳥取農林専門学校を包括して
鳥取大学農学部設置
総合農学科増設
附属家畜病院（現 動物医療センター）
設置
農学専攻科設置
附属砂丘利用研究施設設置
農業工学科増設
鳥取市湖山町１番地１に移転
大学院農学研究科設置
総合農学科を農業経営学科に改組
既設6学科を2学科に改組
大学院連合農学研究科設置
大学院連合獣医学研究科が山口大学
に設置
附属砂丘利用研究施設が全国共同利
用施設として鳥取大学乾燥地研究セン
ターに転換
大学院農学研究科を改組
農林総合科学科を生物資源環境学科
に改組
生物資源環境学科を改組、附属農場・
附属演習林を統合しフィールドサイエン
スセンターに改組、菌類きのこ遺伝資
源研究センター及び、鳥由来人獣共通
感染症疫学研究センターを設置
大学院農学研究科・大学院連合農学
研究科を改組
岐阜大学と共同獣医学科を設置、共
同獣医学教育開発推進センターを設
置、菌類きのこ遺伝資源研究センター
を改組
生物資源環境学科を改組、地域・工
学・農学研究科を大学院持続性社会
創生科学研究科に統合
大学院連合農学研究科を改組
岐阜大学・鳥取大学大学院共同獣医
学研究科を設置、附属獣医学教育研
究開発推進センターを設置

History ー鳥取大学農学部100年の歩みー
1920年
1921年
1939年
1942年
1944年
1946年
1949年

1953年

1955年
1958年
1962年
1966年
1967年

1987年
1989年
1990年

1991年
1999年

2005年

2009年

2013年

2017年

2018年
2019年

◀▲鳥取大学農学部創立百周年 記念式典・記念講演会
　　（2022.11.12 ／ホテルモナーク鳥取）
　　換気の徹底や飛沫防止板の設置などの感染対策を充分に講じた上で、開催しまし
た。大学公式YouTubeチャンネルでアーカイブ配信中！ 視聴は右のQRコードから。

石
破
茂
衆
議
院
議
員

平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事

中
島
廣
光
学
長 農学部は

100歳に
なりました
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医
学
科
が
あ
る
の
で
、
や
は
り
歴
史
が
長
い

大
学
に
獣
医
学
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
気
が

し
ま
す
ね
。

岩
元
　
獣
医
学
科
は
開
学
か
ら
少
し
遅
れ

て
、
39
年
に
で
き
た
ら
し
い
で
す
ね
。
そ
ん
な

に
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

宮
谷
　
進
学
先
を
悩
ん
で
い
る
と
き
、
親
戚

か
ら「
鳥
大
農
学
部
は
歴
史
が
あ
っ
て
特
に

い
い
よ
」と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
の
方
の

評
価
も
高
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
従
業
員
さ

ん
か
ら「
鳥
大
と
い
え
ば
農
学
部
だ
よ
ね
」み

た
い
な
反
応
が
返
っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ
れ

は
農
学
部
の
先
生
・
先
輩
方
が
積
み
上
げ
て

き
た
も
の
が
あ
る
か
ら
で
、
そ
れ
を
土
台
に

し
た
教
育
を
受
け
、
研
究
に
も
携
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
誇
ら
し
く
感
じ
ま
す
。

石
田
　
い
い
こ
と
言
う
ね
〜
。

山
口
　
研
究
に
し
ろ
、
各
界
に
輩
出
さ
れ
た

卒
業
生
に
し
ろ
、
1
0
0
年
と
い
っ
た
ら
も

の
す
ご
い
積
み
重
ね
で
す
。
社
会
に
対
す
る

貢
献
が
本
当
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
ね
。

稲
本
　
そ
う
で
す
よ
ね
。
僕
の
職
場
の
研
究

室
に
は
研
究
員
が
7
人
い
る
ん
で
す
け
ど
、

4
人
は
同
じ
研
究
室
の
出
身
で
す
。
鳥
大
農

学
部
ま
で
広
げ
る
と
7
分
の
6（
笑
）。
仕

事
先
で
先
輩
に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
縦
に
も
横
に
も
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
、
旧

高
農
設
立
以
来
ず
っ
と
世
の
中
に
人
材
を
輩

出
し
続
け
て
い
る
ん
だ
な
と
、
日
々
感
じ
て

い
ま
す
。

創
立
1
0
0
年
を
迎
え
、

今
思
う
こ
と

宮
谷
　
こ
の
建
物
は
1
9
2
1
年
建
築
で
、

鳥
大
が
66
年
に
湖
山
に
移
転
す
る
ま
で
校
舎

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
か
。
鳥
大
農
学
部

の
長
い
歴
史
が
感
じ
ら
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

田
淵
　
私
は
地
元
出
身
な
の
で
、
こ
こ
に
鳥

取
高
等
農
業
学
校（
以
下
、
旧
高
農
）が
あ
っ

た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
設
立
当
時
の

こ
と
は
想
像
す
る
し
か
で
き
な
い
け
ど
、
歴

史
を
感
じ
ま
す
ね
。

稲
本
　
僕
が
い
た
果
樹
園
芸
学
研
究
室
で
は

歴
代
の
卒
業
論
文
が
ず
っ
と
取
っ
て
あ
っ
て
、

旧
高
農
時
代
の
も
の
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

山
口
　
も
し
か
し
て
手
書
き
で
す
か
？

稲
本
　
そ
う
な
ん
で
す
。
図
表
な
ん
か
も
手

書
き
で
書
い
て
あ
っ
て
、
研
究
室
の
仲
間
と

「
す
ご
い
よ
ね
！
」と
言
い
な
が
ら
見
て
い
ま

し
た（
笑
）

田
淵
　
私
が
専
攻
し
て
い
た
植
物
病
理
学
も

旧
高
農
の
設
立
当
初
か
ら
あ
る
研
究
室
な
ん

で
す
。
そ
の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
1
0
0
周
年
記
念
の
座
談
会
に
参
加
し

た
こ
と
で
、
自
分
も
そ
の
長
い
歴
史
の
一
部

を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

石
田
　
全
国
で
最
初
の
高
農
が
岩
手
、
2
番

目
が
鹿
児
島
、
鳥
取
は
3
番
目
と
聞
き
ま
し

た
。
岩
手
大
学
に
も
鹿
児
島
大
学
に
も
獣

岡山県出身。動物園が好きで野生動物に興
味を抱き、獣医師になろうと鳥大へ進学。3
年次の夏には岡山県農業共済組合で実習、
産業動物獣医師の面白さを実感した。獣医
生化学研究室に分属、牛の下垂体に関する
研究に取り組む。

岩元  千紘さん

い わ も と  ち ひ ろ

農学部共同獣医学科 4年

奈良県出身。在学中は鳥インフルエンザの
研究に携わる。現職では産業動物獣医師と
して牛をメインに診療。県西部の畜産農家を
巡り、内科・外科的な治療はもちろん、人工
授精といった繁殖管理も行う。

石田  大武さん

い し だ  ひ ろ む

農学部共同獣医学科 2018年度卒業
鳥取県農業共済組合
家畜診療所西部支所 獣医師

神奈川県出身。在学中は果樹園芸学研究室
に所属し、梨の栽培技術・品種改良について
研究。大学院修了後、新潟食料農業大学技
術職員として3年間勤務し、2022年度より現
職。鳥取県内で栽培されている柿の生産性
向上や新品種開発の試験研究に取り組む。

兵庫県出身。在学中は乾燥地研究センター
でコムギの乾燥ストレスについて研究。卒業
後、国際NGO団体「ペシャワール会」に入り、
2年間アフガニスタンで活動。帰国後アジア学
院教員を経て、14年、岡山県美作市で農園
開業。有機栽培で野菜・米等を生産している。

稲本  俊彦さん

い な も と  と し ひ こ

大学院持続性社会創生科学研究科 農学専攻 2018年度修了
鳥取県園芸試験場 果樹研究室 研究員

鳥取県出身。学生時代から実験好きで、松
の根元に発生するショウロを卒業研究で手が
けたのを皮切りに、きのこ研究一筋。現職で
は原木シイタケ、エリンギ、キクラゲといった
食用きのこの成分分析等を行い、生産性向
上や創薬研究への貢献を目指している。

田淵  諒子さん

た ぶ ち  あ き こ

農学部生物資源環境学科（当時） 2006年度卒業
（一財）日本きのこセンター 菌蕈研究所 研究員

山口  敦史さん

や まぐ ち  あ つ し

農学部生物資源環境学科（当時） 2006年度卒業
ほのぼのハウス 代表（岡山県美作市）

大阪府出身。高校のプログラムでフィリピンを
訪れ、農村の貧困を目の当たりにしたことを
きっかけに鳥大農学部へ進学。学部2年次に
は、タイで行われた国際乾燥地農学実習に参
加した。修士論文ではタイ東北地方における
稲作経営の変化について研究中。

宮谷  一恭さん

み や た に  か ず き

大学院持続性社会創生科学研究科
国際乾燥地科学専攻 修士1年

農学部
 OB＆OG

参加していただいた

農学部 在学生
参加していただいた

MY PRIDE 鳥大農学部
OB＆OG × 在学生　TALK SESSION

梨、菌類きのこ、乾燥地農業、高病原性鳥インフルエンザをはじめ、本学農学部は
特徴的な研究で地域に、世界に貢献しています。そこで在学時にこれらの分野に
ついて研究し、現在は社会で活躍中の卒業生を招き、在学生と共に100周年記念
座談会を開催しました。会場はなんと、農学部の前身である旧鳥取高等農業学校
の校舎（現在は株式会社LASSIC鳥取本社）。100年の時を越え、今を生きる
若者が語る農学部への思いを、どうぞお楽しみください！
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一
番
の
思
い
出
は
、

研
究
室
で
過
ご
し
た
苦
楽
の
日
々

宮
谷
　
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
学
生
時
代
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
か
。

稲
本
　
僕
は
梨
の
研
究
が
楽
し
く
て
、
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
指
導
教
員
の

先
生
が
学
会
や
共
同
研
究
で
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
研
究

機
関
や
生
産
者
の
方
か
ら
話
を
聞
く
機
会
が

と
て
も
多
か
っ
た
で
す
。
自
分
の
視
野
が
す

ご
く
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
口
　
僕
も
同
じ
で
す
。
4
年
生
で
初
め
て

研
究
を
や
っ
て
、
そ
れ
が
す
ご
く
面
白
く
て
。

乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
に
泊
ま
り
込
ん
で
実

験
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
僕

の
卒
論
研
究
は
、
同
じ
分
野
の
研
究
の
ほ
ん

の
一
部
で
し
か
な
い
け
ど
、
ど
ん
な
に
小
さ

な
こ
と
で
も
最
後
ま
で
や
り
抜
く
、
何
か
を

見
つ
け
出
す
と
い
う
経
験
が
で
き
た
の
は
、

自
分
の
宝
物
で
す
。

田
淵
　
私
は
研
究
室
で
先
生
や
先
輩
方
、
同

期
の
友
達
に
出
会
え
た
こ
と
が
良
か
っ
た
な

と
。
先
生
や
先
輩
か
ら
教
わ
っ
て
私
た
ち
が

引
き
継
ぎ
、
そ
れ
を
ま
た
後
輩
へ
伝
え
て
い

く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
っ
て
意
外
と
大
事
で
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
。周
り
の
方
々

に
随
分
助
け
ら
れ
た
の
で
、
自
分
も
お
返
し

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

石
田
　
僕
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の

研
究
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
研
究
室
に
は
バ

イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
3
の
実
験
室
が
あ

る
ん
で
す
。
国
内
で
も
そ
こ
ま
で
数
が
多
く

な
い
立
派
な
設
備
の
あ
る
場
所
で
実
験
で
き

た
経
験
は
貴
重
で
し
た
。

田
淵
　
私
も
。
卒
業
研
究
を
今
の
職
場
で
あ

る
菌
蕈
研
究
所
で
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で

す
が
、
学
生
の
時
か
ら
そ
う
い
っ
た
専
門
施

設
の
設
備
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
研
究
環

境
は
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

「
農
学
は
実
学
」

だ
か
ら
こ
そ
仕
事
に
活
き
て
い
る

岩
元
　
農
学
部
で
の
学
修
・
研
究
が
仕
事
に

役
立
っ
て
い
る
と
か
、
考
え
方
や
価
値
観
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

稲
本
　
僕
の
指
導
教
員
は
い
つ
も
、「
現
場
の

役
に
立
つ
研
究
を
し
よ
う
」と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
生
産
者
と
話
す
機
会
も
多
か
っ
た
の

で
、
自
然
と「
こ
の
人
た
ち
の
た
め
に
何
か
で

き
な
い
か
」と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
い
き

ま
し
た
ね
。
今
も
同
じ
精
神
で
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

石
田
　
僕
は
学
生
時
代
、
研
究
が
大
変
で
苦

し
か
っ
た
。
で
も
、
何
か
し
ら
結
果
が
残
せ

た
ら
う
れ
し
い
し
、「
ど
う
せ
や
る
な
ら
楽
し

く
や
ろ
う
よ
」と
助
言
し
て
く
れ
た
人
も
い

ま
し
た
。
先
程
山
口
さ
ん
も
言
わ
れ
た
よ
う

に
、〝
や
り
続
け
る
〞こ
と
が
大
切
で
、
そ
の

中
で
楽
し
さ
を
見
つ
け
て
い
く
マ
イ
ン
ド
が

育
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

山
口
　
そ
う
、
社
会
に
出
た
ら
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
す
ご
く
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
僕
は
在
学
中
、
世
界
の
ト
ッ
プ

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
研
究
者
の
仕
事
を
間
近

で
見
ら
れ
た
の
が
本
当
に
い
い
経
験
で
し
た
。

プ
ロ
意
識
と
い
う
か
、
研
究
に
懸
け
る
姿
を

見
て
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
ね
。

石
田
　
僕
は
鳥
取
県
内
に
就
職
し
た
の
で
、

鳥
大
と
の
距
離
が
近
い
こ
と
も
仕
事
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
農
家
へ
出
か
け
て
牛
を
診

療
す
る
と
難
し
い
症
例
に
出
合
う
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
が
、
鳥
大
の
先
生
方
に
相
談
し
た

り
検
査
し
て
も
ら
っ
た
り
で
き
る
の
で
、
あ
り

が
た
い
で
す
。

農
学
で
培
っ
た
力
で

未
来
を
紡
い
で
い
き
た
い

宮
谷
　
こ
れ
か
ら
の
目
標
や
学
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
？

山
口
　
農
業
は
命
を
つ
く
る
、
と
て
も
魅
力

的
で
大
切
な
仕
事
で
す
。
私
は
有
機
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
自
分
の
技
術

を
さ
ら
に
高
め
て
持
続
可
能
な
農
業
を
確
立

し
て
、
若
者
が
農
業
に
対
し
て
夢
や
希
望
を

持
て
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

稲
本
　
果
樹
の
研
究
は
、
長
い
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
生
産
者
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う

根
気
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

田
淵
　
そ
う
で
す
ね
、
私
も
生
産
者
の
方
を

支
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
続
け
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
私
は
積
極
的
な
学
生
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
も
っ
た
い
な
い
4
年

間
を
過
ご
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
学
生
の

皆
さ
ん
に
は
自
ら
進
ん
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

石
田
　
こ
れ
か
ら
の
産
業
動
物
獣
医
師
は
、

1
頭
の
牛
の
診
療
だ
け
で
は
な
く
農
場
レ
ベ
ル

で
の
群
管
理
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
大
変
さ
は
増
し
ま

す
が
、
今
以
上
に
楽
し
さ
、
奥
深
さ
が
感
じ

ら
れ
る
は
ず
。
鳥
取
県
の
素
晴
ら
し
い
和
牛

や
乳
牛
の
診
療
を
通
し
て
生
産
者
、ひ
い
て
は

消
費
者
を
守
り
、
鳥
取
県
を「
日
本
一
美
味

し
い
県
」に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岩
元
　「
日
本
一
美
味
し
い
県
」っ
て
い
い
で

す
ね
！ 

今
日
は
先
輩
方
の
お
話
を
伺
っ
て
、

今
自
分
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が
必
ず
将
来

に
繋
が
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。

宮
谷
　
農
学
部
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
創
立

以
来
ず
っ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
と
て

も
誇
り
に
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。
本
日
は

貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
次
世
代
へ

※

撮
影
時
の
み
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
ま
す
。
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記
念
事
業
の
概
要

学生たちが農学部の歴史を学び、
交流できる場所となるよう整備します

令和5年度以降
着工予定

令和5年度以降
着手予定

学生の皆さんに農学部の歴史に触れていただくとともに、中庭を有意義に活用していただくため、上図
のような整備を行う予定です。
中庭には旧鳥取高農講堂の門と、
初代校長・山田玄太郎先生の胸
像が設置されているので、そこへア
クセスしやすいよう出入口を増設
し、その付近に歴史資料の展示
ブースを新しく設けます。また中庭
には歩道を敷き、ウッドデッキやベ
ンチ等を置いて皆が交流しやすい
スペースへとリニューアルします。

1

創立百周年記念ロゴマークの制作
100年の歴史を刻みながら、
これからも成長を続ける樹木のように
積み上げてきた歴史を糧にたくましく成長する農学部の姿を、樹木をモチー
フにして表現しました。「FATU」のAのアクセントモチーフである新芽が大き
な樹に成長した、というストーリーも込められています。
また、「100th」の右上に付く「＋」の表記は、「100周年で終わりではなく、
毎年毎年未来に向かって発展しつづける」という願いであり、目標の印です。

2

歴史資料のデジタルアーカイブ化
鳥取高農時代の建物、授業の様子など
貴重な写真や歴史資料をデジタル化。3
記念グッズの製作
ロゴマーク入りのタオル・ボールペ
ン・クリアフォルダ等を作成。記念
事業募金に１回あたり２万円以上
ご寄附いただいた方に贈呈します。

4
記念事業にご支援をお願いいたします。

http://muses.muses.tottori-u.ac.jp/100th/fund/※募集期間：令和4年9月～令和5年9月末日（予定）　※1口 1,000円から、何口でも結構です。

詳しくはコチラ▶目標額 3,000万円 ご寄附 1口 1,000円～

※完成予定イメージ

※完成予定イメージ

先
人
が
蓄
え
た「
知
の
利
」を
生
か
し
、

次
の
時
代
へ
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に

本事業の
スローガン
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依
存
症
を
疫
学
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ

　
た
ば
こ
や
ア
ル
コ
ー
ル
、

家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

―
。
こ

れ
ら
は
、
私
た
ち
が
日
常

生
活
の
中
で
、
合
法
的
に

容
易
に
手
に
取
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
ば
か
り
で

す
。
し
か
し
、
ど
れ
も
過

剰
な
摂
取
を
続
け
た
り
、

の
め
り
込
み
過
ぎ
た
り

す
る
と
正
常
な
社
会
生

活
が
送
れ
な
く
な
り
、

学
校
に
行
け
な
く
な
っ

た
り
、
家
族
を
困
ら
せ

た
り
、
健
康
を
害
し
た

り
と
い
う
事
態
に
陥
り

ま
す
。
そ
う
し
た
社
会

生
活
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
物
質
や
行
動
を
や

め
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
状
況
を「
依
存
症
」と
呼
び
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
疫
学
と
い
う
学
問
を
通
じ
て

依
存
症
を
研
究
し
て
い
ま
す（
図
1
）。
疫
学

と
は
、
人
々
の
病
気
や
健
康
に
つ
い
て
社
会

環
境
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
調
査
し

て
数
字
に
表
し
、
統
計
学
に
基
づ
い
て
そ
の

結
果
を
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
で
す
。
疫
学

は
、
ち
ょ
っ
と
馴
染
み
の
な
い
学
問
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
医
学
領
域
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
疫
学（
調

査
・
解
析
）に
よ
っ
て
人
々
の
健
康
に
か
か
わ

る
保
健
・
衛
生
、
疾
病
な
ど
に
か
か
わ
る
多

様
な
基
礎
資
料
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
医
療
・

保
健
・
介
護
・
福
祉
を
含
め
た
厚
生
政
策
や

社
会
保
障
制
度
の
立
案
・
評
価
な
ど
に
反
映

さ
れ
る
か
ら
で
す
。
喫
煙
・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、

最
近
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普
及
に
と

も
な
う
ネ
ッ
ト
依
存
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｒ（
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
）実
施
法
の
議
論
で
注
目
を
集
め

た
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
な
ど
を
対
象
に
、
そ
の

実
態
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
統
計
的

に
分
析
し
て
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
医
療

を
行
う
た
め
の
情
報
を
疫
学
的
研
究
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。

〝
臨
床
の
周
辺
〞か
ら

健
康
増
進
を
は
か
る

　
鳥
取
大
学
で
の
環
境
予
防
医
学
分
野（
旧

衛
生
学
）の
歴
史
は
古
く
、
医
学
部
の
前
身
、

米
子
医
学
専
門
学
校
時
の
１
９
４
７
年
に

開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
ネ
パ
ー
ル

の
医
療
協
力
に
従
事
し
、
わ
が
国
の
国
際
医

療
協
力
の
草
分
け
と
し
て
有
名
な
岩
村
昇
医

師
も
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
70
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
り
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
公

衆
衛
生
に
深
く
根
付
い
た
医
学
研
究
を
進
め

て
き
ま
し
た（
図
2
）。

　
研
究
の
テ
ー
マ
は
幅
広
く
、
依
存
症
の
他

に
地
域
に
根
差
し
た
課
題
に
つ
い
て
も
調
査

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
鳥
取
県
の「
地
域
が

ん
登
録
制
度
」に
協
力
し
、
が
ん
の
実
態
や

予
防
方
法
、
効
率
的
な
が
ん
検
診
受
診
方
法

な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伯
耆
町

で
介
護
予
防
を
目
指
し
た
高
齢
者
追
跡
研

究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国（
厚
生
労
働
省
、
文
部
科
学
省
）や
県
、

保
健
所
、県
医
師
会
、市
町
村
、医
療
保
険
者

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
す
る
委
員
会

の
委
員
を
務
め
る
他
、
県
内
外
の
自
治
体
か

ら
健
康
づ
く
り
計
画
策
定
や
健
康
づ
く
り
活

動
の
支
援
な
ど
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

最
近
で
は
、国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
な

ど
の
医
療
保
険
者
と
デ
ー
タ
分
析
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
課
外
活
動
で
は
、
国
際

保
健
友
の
会
ハ
ク
ナ
マ
タ
タ
と
い
う
地
域
医
療
・

国
際
保
健
サ
ー
ク
ル
の
顧
問
と
し
て
、学
生
と

一
緒
に
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
や
途
上
国
へ
の
海
外

研
修
に
も
出
か
け
て
い
ま
す（
図
3
）。

た
く
さ
ん
の
人
の

命
を
守
る
予
防
医
学

　
目
の
前
の
患
者
さ
ん
の
命
を
守
る
臨
床
医

学
に
対
し
て
、
公
衆
衛
生
学
は
地
域
の
住
民

み
ん
な
の
健
康
を
考
え
ま
す
。
直
接
、
患
者

さ
ん
か
ら「
あ
り
が
と
う
」と
言
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
疫
学
・
公
衆
衛
生
学
で

解
析
し
た
結
果
が
地
域
の
健
康
増
進
や
疾
病

予
防
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
の
健
康
的
な
生
活
を
支
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
特
に
、
依
存
症
の
疫
学
を
研
究

し
て
い
る
機
関
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
依

存
症
の
予
防
は
公
衆
衛
生
活
動
の
中
で
重
要

度
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
依
存
症
の
治
療
は
な
か
な
か
難
し
く
、
社

会
復
帰
ま
で
と
て
も
長
い
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
依

存
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
普
段
か
ら
気
を
付

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
ゲ
ー
ム

で
は
、
子
ど
も
に
与
え
る
前
に
制
限
時
間
な

ど
の
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
一
次
予

防
、
夜
遅
く
ま
で
ゲ
ー
ム
し
て
朝
起
き
れ
な

く
な
る
な
ど
の
症
状
を
早
期
発
見
す
る
二
次

予
防
、
治
療
を
進
め
て
社
会
復
帰
を
支
援
す

る
三
次
予
防
と
い
っ
た
予
防
策
の
周
知
を
学

校
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）や
厚
生
労
働

省
、
国
内
各
地
域
に
あ
る
保
健
所
な
ど
、
公

衆
衛
生
の
分
野
で
医
師
免
許
を
持
っ
て
活
躍

し
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
社
会
医
学
系
の
専
門
医
養
成
の
重
要
性

は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
社
会
医
学
系
専
門
医

制
度
が
創
設
さ
れ
、
鳥
取
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責

任
者
も
担
っ
て
い
ま
す
。
海
外
の
よ
う
に
公

衆
衛
生
学
の
地
位
が
高
ま
り
、
医
療
者
の
進

路
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
学
内
や
地
域

社
会
で
の
存
在
感
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
活

動
し
て
い
ま
す
。

疾病の実態を分析して
予防医学に反映し

地域住民の健康度を高める

ネット依存やギャンブル依存など、依存症への対策が近年注目
されています。また、がん予防や高齢者の介護予防など、地域
の課題も山積しています。依存症やがん発症、高齢者の生活
などの実態を解析して、地域住民の健康増進に貢献しています。

尾﨑  米 厚 教授

お ざ き  よ ね あ つ

医学部医学科社会医学講座

注  目  の  研  究

専門 疫学・公衆衛生学
趣味 タガメの飼育

図2　社会医学講座 環境予防医学分野
【モットー】
社会に還元できる疫学研究
【教室のあゆみ】
環境予防医学分野（旧衛生学）の歴史は古く、昭和22年に開講しています。
上の写真は左から、初代：村江通之教授［S.22.7～S.50.4］、二代目：渡辺嶺男教授
［S.50.8～S.59.3］、三代目：中山英明教授［S.60.4～H.9.3］、四代目：岸本拓治教授
［H.9.10～H.24.3］を経て、五代目が尾崎米厚教授［H.24.12～］です。

図1　日常生活に潜む依存症・行動嗜癖に関する疫学研究 ～実態把握、診断方法開発、治療方法開発、社会還元、医学教育～

現在の教室員 学生実習（地域や学校での健康教室）

TV出演し健康情報提供 学生と東北被災地研修 学生との海外研修
（タンザニア）

図3　研究室の活動
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R e s e a r c h

工学部機械物理系学科 4年
な か し ま  こう す け

中島  康輔 さん

人を取り巻く未解明の物理を探究

日本電産、ダイキン工業、三井E＆Sマシ
ナリー、日本製鋼所、LIXIL、浜松ホト
ニクス、JSP、ジェイテック、ハイレック
スコーポレーション、ケイズ、大鳥機工、
気高電機、山口県庁、鳥取県庁

直近5年以内の
卒業生の主な進路

生体システム解析学研究室
工学部機械物理系学科

　人間と生物と機械との関係を考え、より良い環境と新技術の創出を
目指すこの研究室では、主に2つの系統で研究を行っている。一つは、
流体音の発生機構と制御。例えば高速で移動する航空機や新幹線、
空調ダクトやガスタービン等の機械内部では、空気が物体に当たるこ
とにより大きな音が発生する。その騒音を抑える吸音材では音と空気
の流れにどのような変化が起きているのか、その特性を探っている。
　もう一つのテーマは、細菌の走化性※。細菌は自分で遊泳し、好適
な環境へと移動するが、その運動の様子を観察し、走化性を表す数
理モデルを構築しようとしている。一見関連性がないように見える2系
統だが、バックグラウンドにはどちらも流体力学がある。後藤知伸教
授は、「全く異なるテーマを同時に研究しているのがこの研究室の面
白いところ」と笑う。
　学生たちの手がける研究はいずれも、“これまでに誰もやったことが
ない”もの。「だからこそ、正面からしっかりと向き合えば、その研究で
は自分自身が“第一人者”となる」と、学生の背中を押す。研究を通し
て自信をつけ、真剣に取り組むことの大切さ、探究することの楽しさを
感じながら、人間性も大きく育ててくれることを願っている。

※撮影時のみマスクを外しています。

私 た  ち  の
研 究  室

　大腸菌は、菌体の周りにべん毛がたくさん
付いている周毛性細菌です。セリンという誘
引物質を置くと、液体中を遊泳し、直進や方
向転換を繰り返しながら少しずつセリンへ近
づいていきます。半径100マイクロメートル
以内の大腸菌がどういう遊泳運動をしている
のかを調べています。
　先行研究により解明されていることを基

に、遊泳距離や時間、方向転換の角度にど
ういう特性があるのかをさらに深く検証中。
1つではなく数多くの細菌の動きを累積しな
いと結果が出ないのが大変なところで、根気
と思考力が鍛えられています。セリンから半
径40～60マイクロメートル付近でより多く方
向転換することが分かってきており、そこにも
着目して研究を進めています。

大腸菌の遊泳運動をあらゆる角度から考察
Pick up

01

大学院持続性社会創生科学研究科 工学専攻 2年
い わ き  ゆ う か

岩木  優花 さん

　空気やガスが高速で流れるダクトの騒音
は共鳴器（吸音材）により低減することがで
きますが、気流速度が大きく上昇すると吸音
の効率が落ちてしまいます。なぜ共鳴器の
性能が変わるのか、気流速度が変化しても
性能を保つにはどうすればいいのか、吸音
のメカニズムについて研究しています。
　共鳴器の開口部では空気の渦が起きてお

り、その動きや形状の変化が吸音に影響して
いることが分かっています。これまで開口部
には直角な角（かど）がありましたが、角を
落とし丸くすることで空気の流れがスムーズ
に内部へガイドされます。これにより吸音効
率を保つことができるのではないかと考え、
実証実験やコンピュータを用いたシミュレー
ションで検証しているところです。

空気の流れで起きる騒音の吸音メカニズムに迫る
Pick up

02

細菌の走化性から環境適応の仕組みを探り
未来の新たな可能性を見出したい

　細菌には、さまざまな種類と形態があります。私
が現在扱っているのは大腸菌、サルモネラ菌で、こ
れらは菌体の周りにたくさんのべん毛（細菌の運動
器官）を持つ「周毛性細菌」です。べん毛を使って
遊泳運動をしますが、直進するときはらせん状のべ
ん毛を束にしてスクリューのように回しながら進み、
方向転換をするときはべん毛の束をほどき、進む方
向を変えます。細菌の好むアミノ酸（誘引物質）を
置くと、直進と方向転換を繰り返して近づいていく
ので、どんな物質に・どれくらい・どのように集まる
のかを数値解析し、その走化性の強さを推定する
研究を行っています。
　一つ一つの細菌を追いかけて遊泳運動の軌跡を
たどり、移動時間・距離、方向転換の角度などを調

べていくと、幾つかの特性が見えてきました。アミノ
酸に近づく方向へ進むときは、遠ざかる方向へ進む
ときよりも長い時間直進するのです。また、方向転
換角度にも違いがあり、近づく方向に進むときは角
度が小さくなりやすいということを、数年前に本研究
室の学生が見出しました。アミノ酸の種類によって
も走行性は異なるので、さまざまなパターンでの実
験を行い、秘められた特性を探っています。
　細菌は悪者のように思われがちですが、中には
食品の発酵や環境浄化に役立っているものもありま
す。細菌を正しく理解することで、抗菌処理などに
生かせるようになるかもしれません。まだまだ先の
話ですが、いつの日かこの研究が世の中の役に立
つことを願い、懸命に取り組んでいます。

中井  唱  准教授
な か い  と な う

工学部機械物理系学科

学生の
研　究

学生の
研　究

後藤  知 伸 教授／中 井  唱 准教授担当教員

※走化性：化学物質を探知し、誘引物質であれば近づき、忌避物質であれば遠ざかるように移動する性質。
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社会で活躍する先輩た ちに今を聞く!卒業生から「メッセージ」が届きました
。

羽　  く
卒 業  生

ばた

スマートフォンやPCなどのデバイス
を遠隔で管理するサービスのWeb
管理画面の開発を行っています。

株式会社アイキューブドシステムズ勤務
大学院持続性社会創生科学研究科
情報エレクトロニクスコース
令和2年度修了

PROFILE

宮崎  喬 行 さん

み や ざ き  た か ゆ き

工学部
学
中
、
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は「
研
究
」で

す
。
研
究
室
で
は
、
屋
内
位
置
推

定
精
度
向
上
を
目
指
し
た
研
究

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
研
究
を
進

め
る
に
当
た
り
、
直
面
し
た
問
題

を
先
生
や
研
究
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
議
論
し
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
と
て
も
楽
し
く
、
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
を

通
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
楽
し

さ
を
知
り
、
現
在
働
い
て
い
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。

　

会
社
で
は
、Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
社
当
初
、
先
輩
方
と
の
技
術
力

の
差
を
実
感
し
、
少
し
で
も
早
く

技
術
力
の
差
を
埋
め
よ
う
と
学
生

時
代
以
上
に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
入
社
2
年
目
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
勉
強
し
た
い
こ
と
が
山

の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
勉
強
す
る

こ
と
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
自
分
の

好
き
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
す

る
こ
と
な
の
で
全
く
苦
に
な
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
楽
し
ん
で
勉
強
し

て
い
ま
す
。
学
生
時
代
に
こ
れ
だ

け
興
味
の
持
て
る
も
の
を
見
つ
け

ら
れ
た
こ
と
は
、と
て
も
幸
運
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

在

0歳児の担任として、年齢や発達に
合わせた遊び・生活面での援助を
行うほか、指導計画やクラスだより
等の作成を行っています。

鳥取市立賀露保育園　勤務
（保育士）
地域学部地域学科
人間形成コース　令和3年度卒業

PROFILE

明石  紗 夜 さん

あ か し  さ や

地域学部
は
在
学
中
に
、
子
ど
も
た

ち
と
野
外
活
動
を
行
う

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
チ
ー
ム
で

活
動
内
容
を
一
か
ら
企
画
・
運

営
す
る
経
験
を
し
ま
し
た
。
就

職
後
も
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
指

導
計
画
等
の
作
成
と
ね
ら
い
に

沿
っ
た
保
育
内
容
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
担
任
を
し
て
い
る
0
歳
児

ク
ラ
ス
は
月
齢
差
や
個
人
差
が
大

き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
に
合
わ

せ
た
関
わ
り
・
援
助
を
行
う
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
た
ち

と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、
も
の
の

見
方
が
大
き
く
変
わ
る
と
と
も

に
、
幾
つ
も
の
場
合
を
想
定
し
て

柔
軟
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
自
分
の
関
わ
り
に
対
し

て
子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
必
ず

返
っ
て
く
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
こ

の
仕
事
の
や
り
が
い
の
一
つ
で
す
。

　

引
き
続
き
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
で
す
。

私

多里地域を中心とした日南町の情
報発信活動と、若い世代の方が日
南町に来るきっかけづくりをすること
が私の仕事です。

日南町地域おこし協力隊
農学部生命環境農学科
里地里山環境管理学コース
令和3年度卒業

PROFILE

田中  里 奈 さん

た な か  り な

農学部
学
4
年
生
の
夏
に
日
南

町
で
開
催
さ
れ
た
短
期

イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
た
こ
と
が
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
﹇
※
2
﹈に

な
っ
た
き
っ
か
け
で
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ン
の
活
動
を
通
し
、
町
の
自

然
の
美
し
さ
と
人
の
温
か
さ
を
知

り
、「
ま
だ
私
の
知
ら
な
い
鳥
取

が
あ
る
」と
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
日
南
町
に
興
味
を
持

ち
、
大
学
卒
業
後
は
日
南
町
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

「
町
の
情
報
発
信
」と「
若
い
世
代

の
方
が
日
南
町
と
関
わ
り
を
持
て

る
機
会
を
増
や
す
こ
と
」で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
町
の
魅
力
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
私
の
日
々
の
活

動
内
容
を
投
稿
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
夏
に
は
鳥
大
生
を
対
象
と
し

た
日
南
町
イ
ン
タ
ー
ン
を
企
画

し
、
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

協
力
隊
の
任
期
は
3
年
間
。

卒
業
後
は
県
内
で
起
業
す
る
こ

と
が
目
標
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
日

南
町
と
自
身
の
将
来
の
た
め
に
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

大

高齢者の健康寿命の延伸と見守りを中心
にした、自費の訪問看護サービスのモデ
ルづくりに挑戦。鳥取県大山町での地域
コミュニティケア事業にも携わっています。

Community Nurse Company
株式会社　勤務
医学部保健学科看護学専攻
平成26年度卒業

PROFILE

青山  美 千 子 さん

あ お や ま  み ち こ

医学部
在
、
私
は「
ナ
ス
く
る
」と

い
う
取
り
組
み
に
挑
戦
し

て
お
り
、
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
高

齢
者
の
見
守
り
と
生
き
が
い
の
創

出
や
応
援
を
目
的
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ナ
ー
ス﹇
※
1
﹈」と
し
て
ご
高

齢
の
方
の
も
と
へ
出
向
い
て
バ
イ
タ

ル
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
を
行
い
、

そ
の
様
子
を
ご
家
族
へ
写
真
付
き

で
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

時
に
は
、
高
齢
者
の
方
の
夢
を

か
な
え
る
た
め
に
、〝
一
日
そ
ば
屋
〞

と
称
し
て
地
域
の
み
ん
な
で
そ
ば

打
ち
を
し
た
り
、カ
フ
ェ
好
き
な
方

と
す
て
き
な
カ
フ
ェ
へ
お
出
か
け
し

て
み
た
り
と
、
十
人
十
色
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ナ
ス
く
る

か
ら
の
写
真
付
き
レ
ポ
ー
ト
が
遠

方
の
ご
家
族
の
安
心
に
つ
な
が
る
こ

と
や
、
一
緒
に
健
康
の
維
持
・
増
進

の
応
援
が
で
き
る
こ
と
も
魅
力
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未

病
と
い
わ
れ
る
元
気
な
状
態
か
ら

関
わ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
顔
な
じ
み
の

関
係
性
の
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化

に
気
づ
い
て
、
一
緒
に
対
処
に
働
き

か
け
ら
れ
る
こ
と
に
も
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
多
く
の
方
か
ら
頂
い

た
応
援
を
山
陰
の
元
気
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現

［※1］コミュニティナース：地域の人の暮らしの身近な存在として「心と身体の健康と安心」を実現するケアまたはケアの担い手のこと。［※2］地域おこし協力隊：総務省が支援し、地方公共団体が実施する制度。隊員は、一定期間、地域に居住し、地域おこしの支援や農林水産業への従事、
住民の生活支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る。
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地域創造コースの「基礎ゼミ」（1年次必修）の

1つの竹川ゼミでは、文献学習と並行して、月1

回週末に兵庫県豊岡市竹野南地区にてフィー

ルドワークを実施しています。写真は10月30日

の「市場まつり」で、学生が出店やクイズイベン

ト等を手伝いながら地域住民のみなさんとの交

流を深めている様子です。

地域創造コース
基礎ゼミ（竹川ゼミ）

地域学部地域学科
地域創造コース 1年生

本講義は、主にバイオ系プログラムの学生が卒

業までに習得すべき技術の基礎を学びます。

遺伝子・微生物、蛋白質・酵素、有機合成、

機器分析など幅広く実験テーマを設定し、バイ

オ系実験に触れる最初の機会です。実験班の

人数を考慮し、教員や実験をサポートしてくれる

研究室配属生とのコミュニケーションも大切に

し、実施しています。

生物工学実験Ｉ

工学部化学バイオ系学科
バイオテクノロジー・バイオサイエンスプログラム 2年生

本実習では、心電図、呼吸機能検査、心音・

脈波検査、超音波検査（心臓、腹部、血管）、

脳波、筋電図などの生理機能検査を学生同士

で実際に行うことにより、疾患や測定法に関す

る知識や技量を養います。また、検査を通して

患者さんへの接遇なども学びます。

病態生理情報
検査学実習Ｉ

医学部保健学科
検査技術科学専攻 3年生

この実習のねらいは、動物の繁殖に関わる知

識と技術の習得です。人工授精、体外受精、

胚の移植、性周期のコントロール、精液の検査

や保存方法等について、生体の牛を使った実

習をふんだんに盛り込んで実施しています。

臨床繁殖学実習Ⅱ

農学部共同獣医学科 4年生

みんなで考えた
みそスイーツを提供。
お客さんからの
評判は・・・？

ワタアメ屋さんと
くじ引き屋さんを出店。
色々な人が遊びに
来てくれたよ

超音波検査で
体の内部を

しっかり見るよ！

実験用の物質を
計量しているよ。

とっても細かい作業！

みんな一度は
経験したことのある
心電図検査！

電極を貼る位置が
重要なんだね

入授業　　レポート
とりりん記者が取材してきた授業の様子をご紹介！

潜
『とりりん

』の

授業名
授業名授業名 授業名

JA職員さんと一緒に
ピザづくり体験。
とっても本格的！

物質はそれぞれ
好きな色があるんだって。
化合物がどんな波長の光を
好んで吸収しているのか

調べているよ

目に見えない分子を
大きさごとに
分けているよ

子宮や卵巣が
どこにあるか
わかるかな？

呼吸機能検査中！
患者さんへの

声かけもばっちり

外部から牛の繁殖の
専門の先生に
来てもらったよ。
プロの技術を
しっかり観察！

みんなエコー画像に
興味津 ！々

とりりんにも見せて
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体
育
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
毎
週
火
・

金
・
土
曜
日
の
週
3
回
と
隔
週
で
水
曜
日

に
活
動
し
て
お
り
、
男
子
チ
ー
ム
は
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
4
人
を
含
む
13
人
、
女
子
チ
ー
ム

は
7
人
の
計
20
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
で
は
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し

た
後
に
ス
パ
イ
ク
や
レ
シ
ー
ブ
、
サ
ー
ブ
と

い
っ
た
基
礎
練
習
を
し
、
最
後
に
試
合
形

式
で
の
練
習
を
し
ま
す
。
活
動
の
際
に
は
、

基
礎
を
疎
か
に
し
な
い
こ
と
、
け
が
を
し

な
い
こ
と
、
そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
以
前

は
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
制
限
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
た
め
、
今
の
充
実
し
た
練
習

環
境
や
大
会
が
多
く
開
催
さ
れ
る
こ
と
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、〝
レ
シ
ー
ブ
や
ト
ス
、

ス
パ
イ
ク
の
全
て
を
ミ
ス
な
く
つ
な
げ
る
〞

の
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
練

習
で
培
っ
た
実
力
を
大
会
で
発
揮
で
き

た
り
、
個
人
や
チ
ー
ム
の
成
長
を
実
感
で

き
た
り
す
る
と
と
て
も
楽
し
く
感
じ
、
ま

た
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

今
後
の
目
標
と
し
て
、
チ
ー
ム
の
実
力
を

向
上
さ
せ
、
日
本
海
リ
ー
グ
、
中
国
春
季

リ
ー
グ
、
中
国
秋
季
リ
ー
グ
で
現
在
の
3

部
か
ら
2
部
へ
昇
格
す
る
こ
と
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

体
育
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
魅
力
は
な

ん
と
い
っ
て
も
、
部
員
同
士
で
学
年
の
隔
て

が
な
く
、の
び
の
び
と
楽
し
ん
で
活
動
で

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
毎
年
の
よ

う
に
初
心
者
の
方
が
入
部
し
て
い
る
の
で
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
る
の
に
う
っ
て
つ
け

で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
体
験
で
も
よ

い
の
で
気
軽
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
！

i r c l e  A c t i v i t i e sC

石原  理生さん
いしはら  り お

農学部
生命環境農学科 2年

キャプテン（右）

磯田  啓成さん
いそだ  け い せ い

地域学部地域学科
地域創造コース 2年

副キャプテン（左） 体
育
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

サ
ー
ク
ル
紹
介

学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
! !

鳥大生の憩いの場、HILL PEAK

ミールカードで安心・安全な食生活を!!

営業時間
（平日・土曜日）

HILL PEAK（ヒルピーク）
平日／8：20～18：20　土曜日／10：30～14：00

お問い合わせ
メール honbu@toridai.coop
TEL.0857-28-1100（平日10：00～17：00）

鳥取
大学
オリジナルグッズ 新し

い出会いはブックストアへ
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疾病の実態を分析して予防医学に反映し
地域住民の健康度を高める

注目の
研究

工学部機械物理系学科
生体システム解析学研究室

私たちの
研究室

社会で活躍する先輩たちに
今を聞く！

羽ばたく
卒業生

授業の様子をご紹介！
とりりんの
授業潜入
レポート

今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご
要望をお待ちしています。アンケートにご協力いただいた
方の中から抽選で5名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使
用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって代え
させていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 4/30（日）

5名様
合計

農学部
100周年記念グッズ
詰め合わせ

測る、創る、診る
～技術で地域を支えます～

鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで
鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで

　

本
号
で
は
、「
鳥
取
大
学
農
学
部
創

立
１
０
０
周
年
」に
つ
い
て
特
集
し
ま
し

た
。
農
学
部
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
の
他
に
、
風
紋
で
も
独
自
に
本
学
農

学
部
卒
業
生
と
在
学
生
に
よ
る
記
念
座

談
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
座
談
会
は
非

常
に
盛
り
上
が
り
、
卒
業
生
の
学
生
時

代
の
話
か
ら
現
在
の
仕
事
内
容
、
鳥
大

農
学
部
の
歴
史
な
ど
話
題
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
し
た
が
、
誌
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合

上
、
座
談
会
の
す
べ
て
の
様
子
を
掲
載

で
き
な
い
こ
と
が
と
て
も
残
念
で
す
。

誌
面
か
ら
、
充
実
し
た
座
談
会
の
様
子

や
和
や
か
な
雰
囲
気
が
読
者
の
皆
様
に

お
伝
え
で
き
て
い
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

本
企
画
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
卒

業
生
、
在
学
生
、
関
係
者
の
皆
様
へ
、こ

の
場
を
借
り
て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
農
学
部
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

来
年
度
以
降
に
は
、
農
学
部
１
号
館
中

庭
の
整
備
な
ど
、
大
き
な
事
業
が
控
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
展
開
を
楽
し
み

に
お
待
ち
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

令
和
４
年
度
の
風
紋
は
本
号
で
最
後

と
な
り
ま
す
。
今
年
度
も
風
紋
を
ご
愛

読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
号
は
令
和
５
年
５
月
に
発
行
予

定
で
す
。
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、

風
紋
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編 集 後 記
E d i t o r ' s  n o t e

鳥取大学公式Facebook & twitter
鳥取大学の　    をつぶやいています！今

フォロー

してね

とりりんが大学のイベント情報、学生活動、
キャンパスの様子などを随時発信中!

@tottori_univ
@toririn

不織布トートバッグ

ふせん

クリアファイル

3色ボールペン

農学部は100歳になりました


